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研究分野：言語学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：アフリカ諸語、統語構造、声調、インターフェース 
 
１．研究計画の概要 
 アフリカには声調言語が多く話されてい
る。しかし、その実態は、十分知られてい
るとは言い難い。通常、声調言語  (tone 
language) という場合、中国語やベトナム語､
タイ語などの東アジアの大陸部の言語をイ
メージすることが多い。しかしながら、こ
れらの言語とアフリカの声調言語とでは、
幾つかの大きな違いがある。とりわけアジ
ア諸語では、声調の機能として単語を区別
する語彙的機能が際立っているが、アフリ
カでは語彙的機能は一般に低い。しかしア
フリカの言語では、声調の文法的機能が高
い。この声調の文法的機能は、アジア諸語
にはほとんど見られない。 
 本研究は、声調の様々な点を考慮しつつ、
声調の文法的機能をアフリカ諸語において
明らかにし、ひいては声調の十全な理解を
提供することを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 研究代表者、連携研究者および研究協力
者は、アフリカにおける現地調査によって
データを収集し、また国内での分析によっ
て研究を推進している。さらに、論文発表
並びに国内外で研究発表を行うなど、積極
的に成果を公開している。 
 研究代表者の梶は、現在行っているウガ
ンダ西部のバンツー系諸語、とりわけTooro
語と Nyoro 語について現地調査を行い、名
詞の声調パターンの解析を行うと同時に動
詞活用における声調パターンの分析を集中
的に行っている。また統語構造と声調のデ
ータを記録した語彙集の完成を目指してい
る。さらに Tooro 語、Nyoro 語を含むウガ
ンダ西部の諸言語について声調の比較研究

を行っている。 
 連携研究者の米田信子（大阪大学教授）
は、ナミビアの Herero 語について、名詞の
声調パターンと焦点化、そして動詞の活用
形との関係を集中して研究している。また
活発に海外で研究発表を行っている。 
 連携研究者の古閑恭子（高知大学准教授）
は、ガーナの Akan 語について現地調査を
行い Asante 方言の語彙と文法データの分
析を行っている。また Akan 語祖語に近い
とされる Fante 方言および Akuapem 方言の
データ収集を継続し、3 方言を収録した
Akan 語辞書の刊行を目指している。 
 研究協力者の塩田勝彦（大阪大学特任助
教）は、ナイジェリア東北部の Bura 語につ
いて、動詞構造のテンス・アスペクト・ム
ードにおける声調の現れを中心に現地調査
を進めている。さらにヨルバ語、ハウサ語
の辞書と文法書を刊行している。 
 日本国内においては小森淳子（大阪大学
准教授、タンザニア・Kerewe 語）、神谷俊
郎（大阪大学非常勤研究員、南ア・Baca 語、
Zulu 語）、若狭基道（明星大学非常勤講師、
エチオピア・Wolaytta 語）、阿部優子（国際
協力事業団、タンザニア・Bende 語）、安部
麻矢（京都大学研修員、タンザニア・Maa
語）、仲尾周一郎（京都大学大学院生、スー
ダン・Pari 語）などの研究協力者と研究会
などを通して連絡を密にし、アフリカ全体
を視野に入れた研究を行っている。 
 
３．現在までの達成度 
 当初の予定通りに進展している。 
 研究代表者の梶は主としてウガンダ西部
の Tooro 語と Nyoro 語について統語構造と
声調との係わりを明らかにした。Nyoro 語
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については名詞の声調のパターンは２つあ
るが動詞については１パターンしかないこ
と、ただし統語条件により表面上様々なパ
ターンが出現することを明らかにした。 
 連携研究者の米田信子（大阪大学教授）
は、ナミビアの Herero 語について、先行研
究では、名詞の声調パターンは焦点化が関
連していると言われてきたが，名詞の声調
パターンを決定しているのは焦点の有無で
はなく動詞の活用形であることを明らかに
した。 
 連携研究者の古閑恭子（高知大学准教授）
は、現地調査にガーナの Akan 語 Asante 方
言の語彙と文法のデータを得た。さらに名
詞修飾などの構文と声調と関係について詳
細に検討した。 
 研究協力者の塩田勝彦（大阪大学特任助
教）は、ナイジェリア東北部の Bura 語につ
いて、動詞構造のテンス・アスペクト・ム
ードにおける声調の現れを中心に現地調査
を進めた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究代表者、連携研究者および研究協力
者が現在進めている研究を、現地調査によ
ってさらにデータを収集し、また国内での
分析によってさらに推進する。とりわけ平
成 23 年度は本研究の最終年度であるため、
成果発表に向けて取りまとめ活動を活発化
させる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線） 
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